
■作文の出題（過去３年分） 
年度 テーマ 

令和６年度 
横浜市職員として、あなたの所属するチームメンバーの一人ひとりが能

力を発揮できるようにするために、どのようなことを大切にしていくか。
あなたの経験を踏まえて書きなさい。 

令和５年度 
職位や経験年数に関係なく意見交換ができる職場風土づくりを実現する

ため、どのようなことを大切にしていくべきか。あなたの経験を踏まえて
書きなさい。 

令和４年度 目標を達成するために努力することの大切さについて、あなたの経験を
踏まえて書きなさい。 

 
■論文の出題（過去３年分） 
年度 区分 テーマ 

令和６年度 

事務Ｂ 

学校事務Ⅾ 

人口減少、少子高齢化、地域のつながりの希薄化が進む
状況のなか、横浜市では、地域住民が地域に関心を持ち、
それぞれの力を生かしながら自分らしく健やかに暮らせる
地域社会の実現を目指しています。この実現に向けて、あ
なたは横浜市職員として、どのように取り組んでいきたい
か、考えを述べなさい。 

事務Ｃ 
学校事務Ｅ 

厳しい財政状況の中、持続可能な財政としていくため
に、横浜市では、市民の皆様の共感を得ながら「施策の推
進と財政の健全性の維持」を両立させる取組を推進する必
要があります。そこで、市民の皆様が財政運営に対し関心
を持ち、理解を深めるために、横浜市職員としてあなたは
どのように取り組むことができるか、考えを述べなさい。 

令和５年度 

事務Ｂ 

学校事務Ⅾ 

横浜市では、近年外国人人口の増加傾向及び多国籍化が
進む中で、国籍や文化的背景などにかかわらず、誰もが安
全・安心に暮らすこと、更には誰もが自分らしく活躍でき
ることを目標としています。そこで、この目標を達成する
ために、あなたは横浜市職員として、どのように取り組ん
でいきたいか、考えを述べなさい。 

事務Ｃ 
学校事務Ｅ 

横浜市では、生産年齢人口流入による経済活性化に向け
て、「住居・交通・仕事において便利で選ばれるまち」を
目指しています。 

そこで、「住居・交通・仕事において便利で選ばれるま
ち」を実現するために、横浜市職員としてあなたはどのよ
うに取り組むことができるか、これまでの経験を踏まえて
考えを述べなさい。 

令和４年度 

事務Ｂ 

学校事務 

横浜市は、人や企業が集い、つながり、新しい価値を生
み出し続けるまちを目指しています。その実現のために、
行政に求められる役割は何か、また、あなたは横浜市職員
として、どのように取り組むことができるか、考えを述べ
なさい。 



事務Ｃ 

横浜市では、人口減少の兆しが見え始めている中で、持
続可能な市政運営の実現に向けた効果的な施策を検討して
います。 

あなたが考える持続可能な市政運営とは何か、また、そ
の実現のためにどのように取り組むことができるか、考え
を述べなさい。 

※令和４年度の論文の出題における「学校事務」は令和５・６年度「学校事務Ｄ」に該当
します。（「学校事務Ｅ」は令和５年度に新設した区分となります。） 
  


